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NPO法人 北海道みなとの文化振興機構
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第4回目の「みなと座談会」は平成� 19年� 11月四日に日本の最北の都市稚内で開催しました。今回は下記のとおり地

元稚内でまちおこしに活躍されている� 3名の方々と「北海道みなとづくり女性ネットワーク会員Jを代表して、� 3名の

方に加わってもらい、「地域活動について」というテーマで、地域の町おこしの状況や課題等について話し合ってもらい

ました。司会は「稚内のみなとを考える女性ネットワーク」代表の望南海さんにしていただきました。座談会には上記

のパネラーの他にオブザーバーとして、地元稚内の女性ネットワーク会員の方々、官公庁から北海道開発局港湾空港部、

稚内開発建設部、稚内市役所等� 10名の皆さんに出席してもらいました。議事の進行役はfNPO法人北海道みなとの文

他振興機構」の大野事務局長が務めました。

〈参加パネラー〉
もなみすばる

望 南海昂さん�  (司会)(稚内のみなとを考える女性ネットワク代表)

高橋みゆきさん (宗谷シーニツクパイウェイ関係者、ガイド)
めいこ

岩本明子さん (最北烈風隊(よさこいグループ)代表)

西垣千佳子さん (大黒ひょっとこ踊り冨附表)

大西育 子さん (北海道みなとまちっくり女性ネットワーク会長)

折谷久美 子さん (函館みなとまちづくり女性ネットワーク代表)

佐藤尚子さん (函館みなとまちづくり女性ネットワーク副代表)

〈オブザーj¥-)

稚内のみなとを考える女性ネットワーク会員

石塚智子、神正子、高橋由貴子、舟見みゆき、

佐々木登志子の皆さん

北海道開発局港湾空港部 港湾計画課企画係

光成係長安永係員

稚内開発建設部築港課折原課長

稚内開発建設部稚内港湾事務所三原所長

稚内市建設産業部港湾課佐々木課長

〈事務局〉� 

NPO法人大野、山田、山本、(中島)

。



はじめに大野事務局長から検搬の後、出障害全員

の紹介在行い、望南海なんの司会で鹿談会が始まり

法した。

く擁護お之しおかぎ鉱油械の活動かち〉

O葉南海
もなみ

さんそ みなと産談会jを

始めさせていただきま

きょうのテーマなのですが、端域おこし

域の活動からということで、皆さんに地識の話動の

様子を向いながら、これからの稚内、そして港町、

北海道の器について替えていこうと思っておりま

まず、 さんは の代表をな

さっております。今までの謡言語、そして現在の活動

の様子を教えてもらえますか。

。岩本さん私たちの現殺の活動も、毎年同じよう

な活動をしているのですけれども、年々人数も

くなる部分では、皆dんには不満もあるのではない

かと感じています。今後の活動に関しでも、今はた

くさんの4踏みを地えております。� 

O望書;寄Zさん これからの敢り組み、または今の問

題点、という ったら しま

〈一番大切なのは自分程容の気持吉〉� 

0岩本古ん まず、問題点というのは、よさこいチー

ムである以上はある程度の人数が必要だということ

なのですけれども、いま、私たちは� 2008年度の活動

に入っているのですが、人数、会員が� 22""'-'3名の殻

しかいないのです。

その を増やして

ば、お客窓んに見てもらえない。

するためにも、みんなにもう少し危機感な持っても

らおうと、私たちは「最北烈風隊Jを無くさないた

めにはどういう活動をしましょうかということそ、

毎週皆さんといろいろな話はしているのです。上の

ちに家庭っていても限度があります。あとは、…

のはお分たちの気持ちなのだと，思うので

す。やはり対きで入っているサークルです。皆んな

が気持ちを一つにしてやっていかないとすべて

になりますということで、今は気持ちな議機させる

ことが一番大変な部分ですね。� 

@ 

。議構j揮さん 種舟子宮でも高鱗{じが検々に進みつつ

ありますのその高韓者の皆さんの代表として、「稚内

築構芸能大黒ひょっとこ競り� jの説代表、西壇千佳

子さんにもお話を伺おうと思うのですが、最北烈員

隊と問じくやはり踊りのグル…プですよね。そんな

中で、今まで� 50年以上活動そ緋けていらっしゃると

いうことなのですが、いかがでしょうか0 

0密接之さん私たちの「ひょっとこ踊り� J会員は、

になっています。会長自体がもう� 84、� 

5裁ですα 会員の年齢が� 65から� 70代です。

私たちの揺りは袈滅隷さんと遣って、見るお客さ

んに笑いと元気を与えたいと，患い、まず老人ホーム

から慰問を始めました。ぞれから、稚内市から

て、利尻、干し文島、さら北小樽、帯広、今回は伊謹

まで呼ばれました。来年の� 9丹には秋田に行こうと

思っています。秋田晋瀬というのを、今、新曲で踊っ

ていまして、秋田と交流で、私たちの稚内の市と港

のほうにも宣告できたらと患い、議りを通し

て皆さんに伝えていさたいなと思っています。

。望南海さんやはり最北烈風隊と再じく、大黒

ひょっとこ踊りの皆会んも、だんだん会員が減って

いくという問題を抱えていらっしゃるのではないで

すか。

くひとつお罷愈在持つ怒ら讃いてほしい〉

。西垣千笹子ざん そうです。

質かは分からないけれども、熱しやすく冷めやすい

部分があります。何か新しいものが出るといっせい

に自を向けるが、少し飽きるとさめる。自分がこれ

開会の翠南海{もなみ〉さん



と思ったものに一つ信念を持ったら貫いてほしい

のです。権内にはそこが欠げていると思いま

貫くということは本当に大変なときもあります

よG 家長室にも迷惑をか討つつ、それを過していくと

いうことは大変なととだと思いま 夜、ができる

のだから皆さんもできるという ります。そ

れを稚内市の女性の皆さん でいきたいと� 

ます。

O盟蕪海さん持続ということで言えば、「宗谷パ

スJ に勤められてずっと稚内の観光を詰本全国の

方々に伝えていらっしゃる高橋みゆきさん、今まで

育ってき ととれから をいかが昆ていま

ずか。

くま恕来たいと思ってもら文るぷうな� 

fおもてなしj在〉

。高橋みゆきさん 私は漁師の娘に生まれて育ちま

したし、摂父や祖母も治岸漁業で昆布撫に携わって

いて、私が小さなころ父は底守|き漁業に欝わってい

ましたから、伺告も信カ月も帰ってこない父そ見

送って、そしてまた適えて、そんな中でわずかな菱

休みという い時間に、紫行に遡れて行っても

らっ ごくあります。今は稚内記来るお

客識に、もう� 1回来たい、ただ諜しかったというの

ではなくて、また来たいと思ってもらえるような鰐

案内(おもてなし〉ができるようにといつも思って

仕聯をしていま90 
O@護構場合ん 先ほどもお穏に出てきま

子宮畏気皆、熱しやすく冷めやすいというのがあった

のですげれども、これは謡館も苫小牧もそんなに変

わらないのではないかなと思うのですが、いかがで

すか。

〈自分のま官、港区揺する患いが大切〉

。大西さん 北端議ということでお話し合せていた

だ滋決すと、その気質は北海道の気質なのかどうか

はわかりませんが、熱しやすく冷めやすいというの

は日本人の気質かもしれません。先ほど語塁さんが

ことをお話ししたと患うのですげれども、貫

ける信念を持つためには、やはり諮容が、� i過去のも

の脅継え殺しながら、機業が今は違う形になっていて

パネラーの岩本、西垣、高橋のみなさん〈左から)

も、そういうものをいろいろな活動を過して、

市等の御協力を得て、後般に残していくようなまち

づくりというか、女性の視点、でそういうことが品製

ということと、皆dんが誰内生まれの教内育ちであ

るように、私も苫小牧生まれの苫小牧事まちです。で

ら、それぞれの地域ではエゴイストでいいと思

いますα 北縄選の中の地域、日本の中の北海道が藤

張ろうという感じになるし、こうなってほしいとい

う思いがありますよね。岳分の町、潜に対する居、い

があると患います。ですから、その患いをいかに形

にしてみんなに伝えていくかということが、ぞれが

、よさこいかであったり、ホ大黒ひょっとこ蹄り'で

あったり、パスガイドをしている仕事に続いていく

のだと患いま� y 。

女性の場合は西塩さんがお話しされたように、家

庭とか仕事とかいろいろな雑事が多いです。子供も

居るし。けれども、そういうことに地げることなく

みんなで、そのためのネットワークなので、不足の

部分ぜなお互い補いながらやっていくということが大

事だと患います。

も稚内に来たの誌� 3B主自です。小牧では持者は

あまり身じかに感むなし稚内は潜と町が接近して

います。だから、そのためには普さんもほかの港を

見て、Ei分の密丁、自分の濃のいいところを他のとと

ろと比較して、� ζんなにいいととろがあるのだとい

うことをまたみんなに伝えていくということも大事

なのではないかと。

潜は、世界とつながっています。まして稚内

今、ロシアはすごく景気がいいですから、こ ら� 

@ 
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北海道をそれこそ守|っ張っていく町だというぐらい

の自負そ持ってやっていただければと思いま

。盟関海さん苦小牧もそうですけれども、やはり

を持ち続ける、常念を持ち続げるということで

は醤麓も負けていないと思いますが、や詰り熱しや

すく冷めやすいというのは、瀦町気質というのは閣

もあると患うのですけれども O

くいい人間関慌で活動していき汚い〉 

0折谷Zさん 自分自 も、やはり熱しやすく

て冷めやすいのですげれども、今のところ楽しいこ

とばかりして活動しています。題りにいつも濃しい

尚子さんも一緒ですし、みんな仲間になると

しいです。それで、今回も情さんにお会いできる

のを楽しみに、また、先日、百小牧で大西さんや皆

さんにお会いできましたので、またその話もその後、

手段内でできるなと。嫌しいことを撞いて、楽しい入

と一緒にいると離さることはないと，号、います。

するにもやっぱり人と人ですから、楽しいこと

けているようにいい人間関慌で活動をしていきたい

なと患っております。

。望南海さん人間関係って本当に大事ですよ

そういった中で、多分、人間関絡を一瞬ホットにさ

せてくれているのはを藤尚子ぢんではないかと思い

ますが、尚子さん、どうですか。

〈響づくりのものをどんどん葡!と出せれlefいい〉

。{左藤古ん機内に来たのは、今揺が初めてです。

函館生まれで歯鑓育ちなのですけれども、本自に来

パネラーの大西、折谷、佐藤のみなさん(左から)

。

よかったと怒っております。

この会に入って活重きをするようになってからは、

大好きなこの町で子供たちが暮らしていくために

は、目先のことではなくもっとここの附が震かにな

るためにどんどん出て行かなければいげない。この 

HIHこ住んでいて楽しいな、良かったな、もっとこの

うような自分たちもできる手づくりのものを

どんどん蔀に出せればいいなという活動をし ていっ

たときに、お母 dん方とか地域の人と触れたときに

えていげる。この町が、濡うためにはどういうこと

がJ必要だということを伝えていかなげればいけない

かと今怒っているものですから、自分たちがもっと

出て行かなげればならないと、勉強なさきせていただ

いて。

。望南海合ん本当に思い けるということ

どく大事だなと思うのです。

ど大西さんから、権内を見て潜と町が接近し

ているねというお話もあったのですけれども、どう

でしょうか、提際にみなとコンサートに参加してい

らっしゃる管きんとして、港と民Jが接近していると

ますか。 

O謹窪さん 夜、は益出出場させていただいているの

ですけれども、それで、ドームで踊らせていただい

て、すばるさんのおかげでひょっとこ踊りも 4年に

わたって港で麗らせてもらっています。ことし

に識が強くて、いろいろハプニングもありましが、

ぞれも一つのいい思い出と、いい経験にもなりまし

た。だから、港は本当に大好き O そしてこれからも

稚内の様、されいな港、いい港でなくてもいいので

入港したときに雄内が暖かい港、私のふるさと

なんですという感じになってほしいです。

。望書海さん 同じくみなとコンサートに出演して

くだ会っています、最北?読料鍬の代表の岩本さん。

くもっと何万工夫レ応らいいものガで怒る〉

。岩本さん まず、私、稚内生まれではなくて、大

人になってから稚内のほうに来ました。稚内で働い

て今の岳分がいるのですけれども、在、の予寄ったとこ

ろは本当にど冨舎なの?す。種内は本当に大き

だなと私は患っていたのです。

それで、稚内の港というと、ドームがありますよ



ね。このド…ムを見ただけでもナばらしいところだ か、そういうお話もしたりさrるのですけれども、そ

なって患ったのです。それで、観光客をメーンに稚

内を活気づかせることを考えていかなければいけな

いと思うのです。

そんな中で、先;まど高橋みゆきさんが寄っていま

したように、もう一度稚内に来てみたいという

ちを、払たちがひとりひとりではなく、みんなが集

まってやっていくべきものではないのかとすごく最

うのです。やはり若い子たちが出て行ってしま

う、ぞれはなぜかというと、機器場所がないという

部分だって一つの問題だと患うのです。せっかくこ

んな立涼な謹町があるのに、もっと何か工夫したら

いいものができるのではないのかと ごく思い

ます。

みなとコンサートも 5田やっています。一応私も

会員なのです砂れども、芝!~愚震まのことで精いっぱい

で、鱗るだけの状態で怒罰出場させていただいてお

ります。やることによって周りの人たちが自分たち

も人前に出 きる、見せてあげられるという

人の心の華やかさの部分を出してあげたいと患って

います。きっかけたつくってあげないと輸さんがそ

ういうところに足を運べないということがあると思

います。

〈旗谷鎮光の競カ 1;:ついて〉

。翠期滞さん ずっと宗谷の観光に携わってこられ

ています高橋みゆきさんなのですけれども、今まで

の観光客と、そしてここ二、五年的観光客、旅行と

いうか誰舟 も違ってきていると思うのです

が、どうでしょう O 

O議機ざん今、稚内に来られる に来

たいわけではなくて、旭出動物園に行きたくて、ぞ

れにセットになっているからなぜか来たのかなとい

うイメージが非常に強いです。ぞうは設いながらも、

業鍛お客様に旭山動物躍がメーンですかと関いた

ら、いや、ぞうじゃないというお客様の搾もあると

きはすごく麟しいです。

稚内は風がすごく強いところで、時としてとても

いたずらをしたり、恐ろしいイメージもあるのです

ども、でも、その思記よって上質な「だし児布J

ができ上がったり、上質の「棒ダラ」ができたりと

して、民布やらタラを買って帰っていくお客様の柴

を見るとすごく嬢しく思います。

〈稚内i該愚で成り立っているま古〉

。望南海なん って苦いますけれども、

に風で成り ているまち、もしくは港と践で

成り立っているまちと言えるとも思うのです。

エネルギ←最先端都市を目指してという種板も市

役所に掲げられておりますけれども、本当になって

くれればいいなと うのですけれども。

そんな中で、 稚内需では多分初めてだと

部います。鑓人の住宅にエネルギーソーラーのパネ

ノレをつげられている さんなのです。今、原

油高ということで、 を焚くのに櫨んでいらっ

しゃる方が多分いっぱい尉ると患うのですけれど

も、西垣さん、そんな中で先に自をつけられたとい

うのはどうなのでしょうか。

〈環境立やさしいソーラーパネルを

喜宅巴取りつげまし定〉

。西国さん私たち犬婦は、新エネルギーの会員で

いろいろ勉強し、そして瀧緩化を食いとめるには、

まずは家賠から見直した;まうがいいので誌ないかと

ち夫婦

とになりますO デ…タから、曇りでも雨でも、冬で

も電気が記きるということを薙信しました。

パネルの枚数は、屋根に 33枚ついています。 33枚

で大体電気発生代金が見に 5、 6ノゴ丹とすると、紫

斑では煮炊きするガスもいらなくなります。電気能

用料、それらを全部引いたら、家庭で 3万円震った

としても、北霊さんからその分を引いたもりか八っ

てきます。そのほかに蓄熱駿薦、深夜お安い曜気を

蓄熱しておいて、日中その鰻騰で賄うのですけれど

も、主婦として捻つけて本当によかったなと思って

います。

環境にもいいということもありましてーおニ鳥。

ただ、稚内市内の方で、うちには開きには来るけれ

ども、じゃあうちもやりましょうかと註ってくれる

人はまだいなし、…般家庭ではまず鰐いていません。 

O聾間海なん先ほどもお話に出ていま  

@ 
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し

ず

ること、長く続けることというのが物すごく大切な

のだなということがよくわかるのですけれども、岩

本さん、最北烈風i離はことし 10年となると思うので

すけれども、持続という意味から言うと非常に今難 

に立たされているのではないかと思いま

〈鰐意じゃなければできないが、


何iとより家族の理解がはげみ〉


。岩本古ん私はもう約  10年呂に入っています。私

より早く入った人たちも、半分ぐらいが今残ってい

る現状なのですけれども、そういう人たちは本当に

貯きなのだろうなとまず思うのです。

持続というのは、先;まども出ていました ども

貯きじゃなければできない。思いがなければやはり

腕けていけないのではないかなと患っています。や

はり一つのものを町のために、完気を与えるために、

皆さんが警察ぶためにと患ったときには、本当に好き

と、さき紫家産がある

ど

も、 してくれる

かなのです明。やはり本人ではないと、そのつらさは

えないと思うのですが、一生態命やっている姿

ると入部って皮対できないと患うのです。心の

きょう f子くのよって、たとえ患って

としても、やはり協力してあげなければいけな

いなと、ぞれが人間のd捕ではないのかなと自分で思

うのです。だけど、現爽としては仕挙もあり、家庭

もあり、それでそ子供が小さいと本当に大変だなと思

いま 1 0 

自分が一つ恵まれていたのは、子供がある程度大

きくなってから、ある税度時閉そ護費やすこともでき

た。しかし、よく子供にも替われますο あなたのお

かげで寂しい思いをしていたのだよと、今でも脅わ

れますよ。 

0望南海古ん女性が地域活動伝競けていくという

ことは、本当に難しいととだと想うのですね。

そんな中で、高橋みゆきさん をつ

くって、その歌をみずからが歎うということもな

さっていらっしゃるのですけれども、やはり 

i系がうまくいっているからなせる しょう

。

。鶴橋なん ぞうですね。おAい共通のというか、

パスの関係の仕事をしていることもあって、最初に

お話ししましたけれども、自分たちのふるさと

をたくさんの人に見てもらいたい。また稚j今に行き

たいと思うように歎いたいという思いが多分共通し

ているところと題、いま

〈活動者持線話せる!とは〉

。望期滞古んやはり させると、そうい

うことが非常 ているのですけ

りょがつ

ているというか、 なって活動を続け

ているという ども、どうでしょ

フ。

。大高ざん皆さんと鰐じ悩みがあります。やはり

ちだけでやるのではなくて、北海道全部の港

のまちづくりのネットワークの女性の方々の協力

や、やはりネットワークというか、自分たちだけ顧

張っても難しいですよ O どんなに頒蝦って、有議な、

{憂秀な入がいても一人では継続は閤難だと思いま

す。それと、もう一つ自分自身の経験からすると、

母親がしっかり活動でも仕事でもしていたら子供は

おかしくならない。それは私の自分の体験から、生

半可なことではないですよ、真剣に母親が部鍛jでも

仕事でもしていて、子供は非行には巡らなかっ

そういうことの信念も、まちづくりとみなとまちづ

くりと同じように大切なことだと患います。

女性の基本にあるのは、やっぱり建設的な窓党、

プラス思考で、文句を書いたい。これはだめだとか

オブザーパーのみなさん



ああだとかで誌なくて、 なものにだめだと言つ

たら、こ じです。その中で積み

いくプラスj思考、 はだめであっても、ど

うしたらもっとよくなるのかという、そういう考え

方を持っていると、女性と男性のコラボレーション

で組対に稚内がよくなる、北海溝、日本がよくなる、

そのぐらいの気持ちで一緒に瀬張っていただければ

と思います。� 

0望南海さん心意気を兇せる、そして真剣

が活動している姿を子供に見せるということで

折谷さんや佐藤さんも開じように多分活動してい

らっしゃったと患うのですが、

〈地壊の入ガ晃学会や勉強愈署する〉

。新苔さん蛮舘のみなとまちづくり女性ネット

ワークは、平成� 15年に立ち上げました。そのときは

会員� 4入だったのです貯れども、少しずつ人がふえ

てきまして、本年度は全部で� 14人になりました。そ

の中には、主婦の方やお仕事を持っている方、あと、

活動されている方なのですけれども、私たちは瀬町

に住んでいて何をしているのだろうとか、歴史のこ

とを知っているだろうかと考えたときに、余り蓄え

ないのです。それで、議湾事務所さんの扱う

のことを教えてくれるだとか、その辺を� NPOさん

の方がいらしてくださって親子で見学会を行ったり

すると、地域に住んでいる入がそういう見学会とか

をすることによって、文化だとか臨館のことを、

みを見て改めて函館ってこんなにいいところ

ったのだなって、その方からいろいろ説明な聞い

て、子供たちもきょうは参加してすごくよかったで

すといっております。

余り意識して活動しているわけではないのですけ

ども、何度も言うようですけれども、だ、れかに会

えるよ聡しみだとか、活動していてみんなの笑顔役兇

で、その喜びだとか、そういう活動をしているから

いろいろと行動を広くするのもそうですし、いろい

ろなまちづくりの活動を長く続けていけるので誌な

いのかなと患います。震i曹と答えが違うかもしれま

せんが。

。接関j議さん というか、地域の皆さん

みんなで分かり合おうというのはすごく大事なこと

だと思うのです。

大西さんも折;谷会んもおっしゃいましたけれど

も、楽しいことは自分だけじゃなくてみんなで広げ

てやろうということでは、いかにも(佐藤)詩子さ

んにふさわしいテ…マだなと思うのですけれども、

尚子さんどうですかむ

。笹藤古ん 今のそ子育ての話では、私、すごく

している方だから、それに私は欝いているわけでは� 

2ぅ ボランティアなの

ですよ。とにかくどこでも行きたくなる私を、よく

もプチンと切らずに放し銅いそしてくれている。こ

んなに大きく(気持ちも、体も?)してくれたのは

主人だから、でも、そこまで来るにはやっぱり夫婦

のいろいろな格闘もあったと思う� 個人個人にはそO

れぞれ一生撚命やりたいという気持ちはあるのだけ

れども、いろいろな心の格闘があり、外に出ない入

もたくさんいる。

。望南海さん燕壇さん、どうぞ。

〈ゴメやカモメガ潜から摺なく怠る〉

。西垣さん ころから、ゴメ、カモメ泣海の

とでし モメが飛んで

いる えて、仰で潜に帰ってくれ

ないのかと患ったら、我ぺ物かなと思って。ぞれだ

のお患の資振が蕗たちにとってはなくなった

のかなと、そいう寂しさをすごい感じましたね、そ

のときに。食べる餌がなくなって山の中にいる。

。大西さん それはチャンスですね、どうして潜を

今きれいなのか、船からおろしたときにrういうふ

うに処理をして市場に持って仔くかの勉強をする。

稚内の方でしたらすごく分かると思うのですけれど

も。

くこれかちの港島誰肉、

そしてこれからお葉海道〉

。藷南海さん後半誌、今までの話を踏まえながら、

これからの港町・推内、そして、これからの北海道

全体ということを考えながら、腎さんに自分の聴い、

ぞれから自分の活動をどうしていこうかというお訴

をしていただげればいいかと，思うのですが、まず、

岩本代表どうですか。� 
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〈地域の連携ガ大切〉� 

0岩本さん稚内に住んで誌、生まれた古郷よりは長

くず、っと住んでいます。西垣さんじゃないのですけ

れども、ここが自分のふるさとだなと。やはりどう

にかしたいという気持ちが先に起きてしまうので

す。

今、チームを持っているけれども、チームもどう

にかしたいけれども、それプラス稚内もどうにかし

たいと。本当に偉そうな言葉かもしれないのですけ

れども、そういう人たちがたくさん集まることに

よって少しでも稚内が活気づくのではないかなと。

活気づくためには横のつながり、ここに隣の、ひょっ

とこかさん、、最北烈風隊かさんというのは今でも手

をつないでいますけれども、そういう手をつないで

いる人たちがもっともっとふえていくことによって

力強いものができるのではないかと私は思っている

のですよ。夢に近づけたい。それを実現するために

は、私たちが歩かなければいけない、話さなければ

いけない、声もかけなければいけない、そういう動

きというのをとめてはいけないと思っているので

す。

悩みはすごくあります、チームを持っている以上。

やはり潰したくないゆえに、もっと稚内と例えば最

北烈風隊さん、二人三脚ではないのですけれども、

そういう歩き方をしていきたい。学校もそうですし、

やはり地域と連携をすることによって、私の望みは

こういうチームと学校のチームと地域のチームで、

何か年に� 1回でもいいから発表とか、みんなに屋台

で歩いてもらって楽しむ、そういう場があってもい

いかなというのが私のず、っと夢だったのです。でき

るかどうかはわかりませんけれども、そういう形は

いつまでも持っています。� 

0望南海さん 声をかけてあげるってすごく大事な

ことだと思うのですが、西垣さん、いかがですか。

〈椎内をアピールしていきたい〉� 

0酉垣さん 以前のフェリーの中は、通路も寝る場

所も、座る場所もなく、立ったままの姿勢で� 2時間

なりを離島までフェリーが出たこともありました

が、今のフェリーの中の状態はもう広々としていま� 

す。それを思ったときに、観光客はどうしたのかな、

利尻、礼文、稚内はどうしてこう寂しくなったのか

なと、本当に寂しく感じています。

ですけれども、個人ではできない力でも、皆さん

とともに、私たちの踊りもそうですけれども、道内

から道外へと稚内をアピールしていきたいと思って

います。� 

0望南海さん稚内をアピーノレするということで

は、高橋みゆきさん。� 

O高橋さん稚内に住んでいながら、ひょっとこ踊

りも、烈風隊のほうはテレビで見ますけれども、地

元にいながら、自分も仕事をしているのでなかなか

見る機会がなかったのですよね。でもごすばるさんか

は港でコンサートとか、それも残念ながら見たこと

がなくて、でも、こうして出会いがあってこういう

場に参加させてもらって、何だかわからないけれど

もここに居るのですけれども、でも、やっぱりそう

いうつながりがあって、函館さんですとか苫小牧さ

んともこうやってつながりができるというのはすご

い嬉しいことなので、これからもずっとおつき合い

をさせていただけたらいいなと。それがきっとこれ

からつながっていくと思います。

〈自分たちの力量!こ合った活動〉� 

0望南海さん つながりを大事にしていくこととい

うのが、これから稚内の発展のキーポイントになる

のでしょうか。

それでは、苫小牧はどうでしょうか。� 

0大西さん 苫小牧は、自分の意思とは関係なく国

オブザーパーの「稚内の女性ネットワーク会員」の皆さん
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の特定震要港湾になっていますから、それと市民の だけどもちょっと を変えることによって、ああ、

感情とか、まちづくりと必ずしもマッチングしてい

かないというジレンマが生まれ予まった者としてあり

ます。北海道には特定議:華客滋湾、議要港誇� 12港があ

るので、各議で余りばらばらにやらず、再来年(平� 

21年)醤舘謹が欝潜� 150蝿年となると、そこで集

中的に、みんなが、一つになってやっていくみたい

な活動も、今回苫小牧での北尚道海産物フェアーを

やってみて、大事でないかと恕、いました。

余り無理に、ハッチャキ(鎖中になること〉にな

り過ぎると、後が抜け殻になってしまうので、やっ

ぱり絹分たちができる、余り背{僚がしない、-f;在、

も、予算だとかいろいろ、今、家

と持じで、患の財布もお金がなくなってきますか

ら、そういうふうなことを意識しながら、余りむちゃ

くちゃな提議ではなくて、やっぱり関分たちの力量

に合った活動というのかな、無璃は続きませんから、

やっぱり持続させることをみんなの位擦にして、だ

れでも議参加できるような工夫をみなとまちづくりに

取り入れていけば、子供連れでも議参加しやすいよう

ぎな人にも参加してもらうようにするこ

とで、議然体の中でできていく� そこを無理して、O

とか、何でもかんでもとなってしまう

と、そこに無四が出て、ゃれないとなってしまうか

ら、やっぱり無理しないで岳分たちのカ撃に合った

みなとまちづくりがあってもよいのでは

〈視点在讃えてみるととも〉

。望帯滞zさん 女性の視点ってすごく大事なことだ

と患うのですよね。この全道の女性ネットワークが

立ち上がったのも、男性ばかりの視点から見てきた� 

生の立場から'1こういうハ…ドな潜の施設を、女

の視点、で見たときにどうなのかということから多分

立ち上がってき雪たと思うのですよ

そういっ ットワ…グでも、

ほかの女性ネットワークでも行っていると患うので

すが、ポートウ立?ツチングってありますよね。いつ

もは陸から、丘からしか見ていない海を、実は海か

ら見たら稚内市街地ってどう見えるのかとやってい

るものもあるのですけれども、女性って一つ

のほうにハッチャキに晃てしまうところがあって、

こんな麗もあったのだ、稚内にはこんないいところ

もあったのだというところも結構あると思うのです

よG そういったところを勉強していくということも

大事と思うのですけれども、析をささん、どうですか。

〈繰在大切!としてネットワークを広げる〉

。折裕さん みなとまちづくりの活動をするように

なってから、全道各地で活動している女性と何震も

ていると、「また会ったね、お元気jとい

うふうにいろいろなところで会える、本当にそれは

と患っています。商館でもまだ御縁のない

方や間体の方がいっぱいいるのですけれども、自分

たちが活動しているときに楽しそうにしていると、

あの人たちの間体もいつも楽しそうはしているおと

なあと、気にしてくれた号、注践してくれるように

なる。ゃ;まり自分たちが蒸しく締いていると、そう

いうところには入が集まってくるのではないか。そ

れが、次から次とネットワークになってくると、自

分たらで脳んでいることも、稚内はこうだけれども、

商館はどうですかとか、苫小牧はどうなのと、そう

いう相談もでき'るような人間関部になれるのが人と

人とのつながりなのかな。ぞれがネットワークだな

と患っているので、これからもお立いに御縁を大事

に楽しく自分たちが活動していけば、地域の人も、

している人たちも、この活動がきっかけ

‘になるのではないのかなと思っています。

。望南湖合ん いつも笑顔が輝いている(佐藤)尚

子さん、どうでしょうか。

〈港の見学 r~土日 r~麓!こ乗せても ô;t搭ら

主嬉は践がる〉

。註藤さん先ほど、望南海さんがお話しした海か

ら晃る話、わたしは晦から、岸壁空から潜在何度も見

ているのです。関館の港湾事務所で船を出してくだ、

さったときにも来っていますよ。はじめの数回は説

明を全く覚えていませんo 何て景色がいいのだろ

うって、何かをしゃべっているのはわかるのですけ

れども……、しかし、� 5凶芭を過ぎたころから初め

た人に、この岸壁の深さは� 20mなん

だってとか、こういうふうにして波を防いでいるの� 
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だとか、いつの関にか私が説明しているもので、勉

はすごく大事だなと患いました。一生懸命説明し

てくれている入には惑いのですりれども、難しくて、

楽しくなくて、それもこと日は乗せてもらえない、本

当は無理かもしれないけれども、もしもできるので

あれば土日に乗せてもらえたら主婦として

る。最近、ここが地震にあったときに、どこから私

ちを教ってくれるかとか、道路が寸断されたらど

こから持ってくるかというのも勉強をかなりしたの

ですよ。ょうやく今ちょっとしゃべれるようになり

ました。海からなのですよね、支援物質。そのとき

は、やっぱり地欝にも樹えられるような還をきちん

とつくらなければ、提際ここに生きている人たちが

助からないというのを感じてきたものです。今まで

は市役所とかで一生懸命やられて、道路はいつまで

もつながっているものと思ったのですけれども、日

本はま奇襲副でいつどうなるかわからない。そういう

ときは、もう少しE当分たちが、ちょっと苦しいかも

しれないけれども、もっと港を整錆しなければいけ

ないとか、そういうのを何十留と勉強してようやく

わかったのです。� 

0大西さん ちょっと描足ですが、役所にきちっと

した形で申繭をすると土日でも船を出してもらえる

こともあるのでないかo 小牧では出してくれま

。望南海台ん 稚内も祝円や海の日に出していただ

きました。

〈このあと、主泳t:;;fザ…パ一の皆諜方からプ� 

を述べてい1たミだ器ました。大方、大変杏意識な経盟

会であったとの感想、をいただきました

合で省略させていただきます。〉

〈謹鱗愈!誌ネットワークを広げる揚〉

。議議瀬台ん それでは、座談合でまだまだ話をし

たいという恕いはたくさんあると思うのですが、そ

ろそろ持鵠も近くなりまし

それで、きょうは非常 させ

ていただいたということで、きょう� 

闘がいっぱい聞けました。

ぢょうは皆さんの悩み、そういうことは我々の男

どもには分からないだろうというお話を伺えまし

た。非常に熱しやすく冷めやすいというのは、私な

んかはぴったりそれに当てはまるo ぞれをいかに家

て、旦那さんを一生離合説得して、

せているという、そのテクニックを{史ってい

かに頑張っているか、本当に鎖的下がる壁、いがしま

した。

それから、この会の一つの司的に、これを機会に

せっかく皆さん顔を合わせたのですから、お互いの

いろいろな悩みをいろいろな機会で消かし、そして

これからのネットワ…クを広げる場として使ってい

ただければ大変ありがたいと胤っております。

きょう誌種売の女性ネットワークの皆接方に大変

お予告いをいただきました。

それから、本Hこ く

だきり、この会場の設営についてお宣言活になりまし

た稚内市の建設産業部のみなさFん、改めて感言語を申

し上げたいと思います。

最後に、今回ど事加の憶さん今後の倒!活躍と御健

しまして、これで経わりたいと思います。

どうもありがとうございました。(拍

手〉

本座談会のもょうは、以上のとおりですが、座談合

の終了後、稚内市の協力で急漉「宗谷紳jまで行設

見学することとなり、今回のパネラーとして書加し

ていただいた高橋みゆ渓谷んの案内で、往復の� 2時

「愛するま谷Jについて切々と説明していただき、

また、ご夫繕でつくった讃醗らしい歌も聴かせてい

ただき、暗やみ迫った京谷で罵りがよく見えなかっ

たが、名ガイドでアッという爵の詩爵を過ごすこと

ができました。心より感謝いたしておりま

(事務掲談)

くご紹介している内容は、読み易く、分かり易くする

ために調整した部分があります。ご了解ください。〉
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稚内開発建設部は、平成� 19年� 11月25日(日)r稚
内副港市場」において、[みなとパネル展」を開催し

ました。このパネル展は� 11月27日(火)の「ザ・

シンポジウム� in稚内」に合わせて開催されたもので

「稚内副港市場」の、ふれあい広場グにおいて� 10時

から� 15時まで� 5時間にわたり行われました。

パネルの内容は、稚内開発建設部が制作した、明

治、大正、昭和の時代の稚内港の様子をはじめ、港

に関するいろいろな情報を分かり易く纏めたものを

合わせて� 30枚のパネルを展示、来場者に観覧して戴

きました。

このパネル展では、当� NPO法人が稚内開発建設

部から役務業務として実施されたものですが、パネ

ルの説明とアンケートの配付、回収、集計解析を担

当しました。

アンケートは、パネルを見て戴いた後、、今後の稚

内港整備や広報の参考とさせて戴くためかに、①ノf

ネル展について、②稚内港について、③あなたご自

身のことについて、の三つの区分に対して、それぞ

れ回答して戴きました。

回答は、� 58名の老若男女に協力して戴きました。

アンケートの中でホ稚内港整備に関する質問・要望

などかについては次のような回答がありました。

く20歳未満〉

子供の絵を稚内ドームに書いてみてほしい、皆が

楽しめる安全な場所がほしい、環境に優しい公園

を造って、もっと大きな船が入れるようにして、

街灯を付けて、夜の観光も出来るようにして

く20歳以上� 50歳未満〉

夜の港を明るくして、自然が豊か、人々は温かい、

当� NPO法人は、平成� 19年� 11月27日「ザ・シン

ポジウム� m稚内」の開催に合わせ[パネル展」を開

催しました。

開催場所は、シンポジウム会場と同じ稚内全日空

ホテル入り口付近エントランスにおいて、� 12時から

パネル観覧状況

アンケート記入状況

稚内の事をもっと� PRすべき、港をもっと椅麗にし

て観光客にも気を引くように、四季を通じて親子

が楽しく遊べる施設がほしい、公園を増やして

く50歳以上〉

最北端の景観がよい、副港市場の近くに宿泊施

設を、港内遊覧が出来るようにして、港周辺の

歩道を安全にして

回答者の傾向として大多数� (86%) は稚内市民で

あり、近隣市町村や道内道外の方々の意見が少な

かった。� 

15時� 30分までの時間帯を利用して行われました。

パネル展の内容は次のとおりです。

。北防波堤ドーム(ドームの今)

。稚内港湾のあゆみ(昭和時代)

。稚内港湾のあゆみ(平成� 11年~平成� 12年)� 
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パネル展示状況

。稚内港湾のあゆみ(平成� 15年~平成� 16年)� 

O北海道のみなと

。便利な箱・コンテナ� 

Oフェリーのはたらき

。世界とつながる北の扉

。人々の交流拠点、みなとまちづくり々

。これからの北海道のみなと

シンポジウム参加のため来場されました方々は、

しばし足を止めて見入っていました。

研修会は、北海道開発局と当� NPO法人の主催で、

平成� 19年� 12月� 11日15時から� 17時まで「かでる� 

2・7道民活動センター」において開催されました。

開催に先立ち、山口港湾空港部長からご挨拶を戴い

た後、防災に関わる講演として、(財)日本気象協会北

海道支社の祐川弘一様から①気象・海象の警報に係

わる改善実態、②台風・地震・津波に対する緊急の

実態と防災運用について、と題し講話がありました。

次に「防災に関する情報提供」と題し、港湾建設

課田川係長、空港課平尾係長、水産課小暮水産事業

管理官からそれぞれの立場で、①災害時の体制と情

報収集について、②北海道地域防災マスター募集(第� 

II期)について、などの説明がありました。

つづいて、「要望事項等」として、防災エキスパー

ト及び当� NPO法人事務局から、それぞれ意見や要

望が出されました。� 

質疑応答の主なものは以下のとおりです。

①防災エキスパートの主な任務は、大規模な災害等

が発生した時、港湾事務所に赴き所長に対し(災

害の復旧、災害査定などの緊急を要する事務処

研修会風景

理など)的確な助言を行うことである。(事務局)

②事務局(港湾建設課)から当� NPO法人事務局に

緊急連絡があった場合、� NPO事務局は、迅速に

防災エキスパートに伝えるために必要な連絡網

図を整備する。

③防災エキスパートの任務について、具体的なイ

メージが分かるようにするための資料は事務局

が整備する。

この後、数土港湾建設課長から閉会のご挨拶があ

り研修会は終了しました。

/ 

〈お知らせ〉
*当 NPO法人は、去る� 6月� 1日からホームページを開設しております。

アドレスhttp://minatobunka-npo.info/


*また、ホームページの「お知らせ」欄には皆様方へのお知らせ事項があり、できるだけタイム

リーなものにするため、追加情報を入れていますのでご覧ください。

*平成 20年度の事業についての紹介は� 3月末を予定しています。� 
-' 

@ 


http://minatobunka-npo.info

